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（平成22年）の合計特殊出生率4 1.385 は今後更に低下し，また，同年10月 1 日現在の高齢化率（65
歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合6）23.07 は今後更に上昇し，2010年（平成22年）国































Aging of Populations and Its Economic and Social Implications人口高齢化とその経済的・社会的
意義）」において，65歳以上の人々を高齢者として取り扱ったことがその由来といわている11。次
に高齢化の区分をみると，高齢化した社会を表す言葉がいくつかあるが，人口に占める高齢者の割







7 10 14 15 20 21 25 30 7→14【倍加年数】 14→21
韓国 1999 2007 2017 2019 2026 2027 2033 2041 18 10
シンガポール 1999 2013 2019 2020 2026 2027 2033 2043 20 8
日本 1970 1985 1994 1996 2005 2007 2013 2024 24 13
中国 2000 2017 2025 2028 2035 2037 2049 2063 25 12
ドイツ 1932 1952 1972 1976 2009 2013 2025 2034 40 41
スペイン 1947 1973 1991 1994 2024 2026 2034 2043 44 35
イギリス 1929 1946 1975 1982 2027 2030 2060 ― 46 55
ロシア 1968 1979 2017 2020 2040 2045 2055 ― 49 28
イタリア 1927 1964 1988 1991 2008 2013 2027 2037 61 25
カナダ 1945 1984 2010 2013 2024 2026 2052 ― 65 16
アメリカ 1942 1972 2014 2017 2031 2048 2093 ― 72 34
スウェーデン 1887 1948 1972 1975 2015 2021 2054 ― 85 49
フランス 1864 1943 1990 1995 2020 2023 2053 ― 126 33
＊1950年以前は UN, The Aging of Population and Its Economic and Social Implications (Population Studies,



























総人口 12,708万人(100.0) 6,180万人(100.0) 6,528万人(100.0)
年少人口（0～14歳) 1,623万人( 12.8) 831万人( 13.4) 792万人( 12.1)
生産年齢人口（15～64歳) 7,785万人( 61.3) 3,926万人( 63.5) 3,859万人( 59.1)
高齢者人口（65歳以上) 3,300万人( 25.9) 1,423万人( 23.0) 1,877万人( 28.8)
うち65～74歳 1,708万人( 13.4) 810万人( 13.1) 898万人( 13.8)






2020年(平成32年) 12,410万人 11.7 59.2 29.1
2030年(平成42年) 11,661万人 10.3 58.1 31.6
2040年(平成52年) 10,727万人 10.0 53.9 36.1
2050年(平成62年) 9,707万人 9.7 51.5 38.8










万人多い。また，高齢化率も25.9と過去最高で，国民の約 4 人に 1 人が65歳以上の高齢者とな
った。男女別では男性が23.0，女性が28.8で，女性の方が5.8高い。加えて，75歳以上は




順 位 2014年（平成26年) 2040年（平成52年)
1 秋田県 32.6 秋田県 43.8
2 高知県 32.2 青森県 41.5
3 島根県 31.8 高知県 40.9
4 山口県 31.3 北海道 40.7
5 和歌山県 30.5 徳島県 40.2
P P P P P
43 埼玉県 24.0 岡山県 34.8
44 滋賀県 23.4 東京都 33.5
45 愛知県 23.2 滋賀県 32.8
46 東京都 22.5 愛知県 32.4
47 沖縄県 19.0 沖縄県 30.3
― (全国平均) (26.0) (全国平均) (36.1)






















18 小川雅人「高齢社会と商店街」『日本流通学会誌流通』No22，田中プリント，2008年 6 月，4 頁。
表 商店街を訪れる来街者層（複数回答)
順位 2009年（平成21年) 2012年（平成24年) 2015年（平成27年)
1 主婦 81.9 高齢者 79.6 高齢者 82.2
2 高齢者 73.3 主婦 78.9 主婦 77.7
3 家族連れ 34.4 家族連れ 36.7 家族連れ 36.5
4 会社員 29.6 会社員 30.1 会社員 32.9
5 学生・若者 24.7 学生・若者 24.8 学生・若者 26.9
6 観光客 11.0 観光客 13.6
観光客(国内) 14.4
観光客(国外) 8.9
7 その他 2.5 その他 2.7 その他 2.8




















































































の問題の存在が指摘されることとなった27。また，その具体的指標として，およそ半径 500 m 圏内
に食品小売店がない地域とされる28。農林水産省農林政策研究所では，日本全国の人口分布と食料



















































秩父市は地理的には埼玉県の北西部にあり，面積 577,83 m2 で，埼玉県全体の約15を占めて
おり，都心まで約60～80 km 圏に位置し，周囲の山岳丘陵を眺める盆地を形成し，市域の87は
森林で，その面積は埼玉県の森林の約40を占めている34。首都圏からの交通アクセスは，池袋か










40 秩父市『第 2 次秩父市総合振興計画』，2016年，20頁。














人 口 59,491人 72,397人 69,751人 66,073人 65,311人
高齢化率 22.9 24.4 26.6 29.5 30.3










なお，現在の秩父市は，2005年（平成17年）4 月 1 日に，旧秩父市38，吉田町，大滝村と荒川村
の 1 市 1 町 2 村の新設合併により誕生した39。そして，この合併の際に策定された「第 1 次秩父市




現在（2016年 1 月 1 日）の人口数は65,311人で，県内の63市町村の中では35位である41。2006年
（平成18年）には，前年の新設合併により59,491人から72,397人に増加したものの，その後は減少
が続いている。一方，高齢化率は，現在（同上）30.3と初めて30台に突入し，こちらは県内の
63市町村の中では 9 位であり，40市の中では 1 位である42。2006年（平成18年）には，前年の高













人 口 59,445人 55,625人 55,856人 48,163人 44,535人





年 商店数 従業員数 年間商品販売額 売場面積
2014年(平成26年) 539店 3,445人 609億6,300万円 85,750 m2
2012年(平成24年) 571店 3,661人 580億4,400万円 83,461 m2
2007年(平成19年) 814店 4,950人 723億2,200万円 99,106 m2
2004年(平成16年) 695店 4,041人 676億6,700万円 85,228 m2









き，2020年（平成32年）には 6 万人を割り込み，更に2035年（平成47年）には 5 万人を割り込み，
遂に2040年（平成52年）には44,535人と現在の人口の68.2まで減少する。一方，高齢化率は今








店舗積の全てが増加している。これは，前述のとおり2005年 4 月 1 日に旧秩父市，吉田町，大滝
村と荒川村の 1 市 1 町 2 村の新設合併により現在の秩父市が誕生したために，1 町 2 村分が加算さ
















609億6,300万円の15.7減に，そして，売場面積は99,106 m2 から85,750 m2 の13.5減にと，い
ずれも減少している。商店数の減少幅は30以上と非常に大きいのにも拘わらず，年間商品販売
































て，1987年（昭和62年）10月に始まった49。毎月第 3 土曜日の午後 7 時から11時まで，歩行者天
国として地域開放された国道299号のみやのかわ大通りには，各商店が出店したり，商店街が主催
するオリジナルのイベントが開催されたりで，秩父市近隣の秩父郡の住民までも集まり，100回目
のナイトバザールには，人口約 6 万3,000人の秩父市に 2 万人の人出で賑わった50 ほどであった。





























































































け隊事務局において，おたすけチケット 2 枚（1 枚500円に換算する）ごとに 1 枚の秩父市共通商
――
表 ボランティアバンクおたすけ隊の実績
年 度 年間総利用時間数 利用者登録数(年度末時点)
ボランティア登録数
(年度末時点)
2015年度(平成27年度) 753時間 294人 111人
2014年度(平成26年度) 738時間 267人 107人










































































ており，現在（2016年 1 月 1 日）は65,311人，高齢化率は現在（同上）30.3と初めて30台に
突入し，その高齢化率は県内の63市町村の中では 9 位，40市の中では 1 位であることが確認され
た。小売業の状況は，2014年時点の商店数は539店，従業員数は3,445人，年間商品販売額は609億
6,300万円，そして，売場面積は 85,750 m2 であり，いずれも減少が続いていることが確認され
た。また，秩父銘仙を主力とした織物産業とセメント産業の基幹産業は秩父地域の発展に貢献して
きたが，時代の流れととともに衰退し，それにあわせて秩父地域も衰退しており，工業が衰退する
と地方都市の商店街も衰退する61 と言われるが，市内の商店街もかつての賑わいはみられないこと
が確認された。このため，本組合は，人口の減少と高齢化率の上昇が続き，工業の衰退も続くとい
う地方都市の中で衰退を余儀なくされている地域商店街と同じ環境に立たされていることが浮き彫
りとなった。
これらのことを踏まえたうえで，本組合の高齢者に対応した商店街活動の成功要因を分析する
と，次の三つにまとめることができる。
第 1 の成功要因としては，個店・商店街の「お得意さんづくり」という大きな旗印（コンセプ
ト）の下に商店街振興組合という組織をまとめ上げ，組合員店舗の英知を結集した商店街活動であ
ることが挙げられる。高齢社会に対応した商店街活動のいずれも，目先の売上げや利益をめざして
おらず，買い物代行では定期的に御用の電話をしたり，また，出張商店街では帰ってから別の色の
商店を届けたりと，お得意さんを継続的にフォローする仕組み確立している。正に，秩父市内の商
店街のそれぞれの個店は，最近観光客が増加してきているとはいえ，売上げの約80から90は
――
62 島田，前掲インタビュー調査（注45）。
63 同上インタビュー調査。
「お得意さん」との商売で成り立っている62，ということを肝に銘じている。この「お得意さんづ
くり」は，約30年も続いているナイトバザールと全く同じで，ナイトバザール日に売上げが増え
ることは少ないが，以前から顔を合わせたことのある来街者と初めて会話をしたり，初めて名前や
住まいを聞いたりと，「お得意さんづくり」に役立っているというわけである。
第 2 の成功要因としては，本組合の「自主性」による商店街活動であることが挙げられる。高
齢社会に対応した商店街活動は，いずれも本組合の商店街自身で検討し行動に移したものであり，
しかも，国又は地方自治体等からの補助金や助成金に頼らない本組合独自の商店街活動である。こ
れは，やはり補助金や助成金に頼らないで約30年も続いているナイトバザールから醸し出され，
高齢化率が埼玉県内の40市の中で 1 位等の秩父市を取り巻く環境からの影響も作用していると思
われる。なお，自主性を保持するために工夫された，新たなコストをかけずに，既存の人材や設備
を活用するという余力活用の営業方策は大変有効であったが，継続的な拡大を図っていくためには
余力を活用するのみでは限界に至ると危惧される。
第 3 の成功要因としては，ボランティアバンクおたすけ隊は，高齢者を支え合う地域包括ケア
の福祉対策にも寄与する全国的にも珍しい商店街活動であり，加えて，秩父市共通商品券「和同開
珎」をうまく取り入れ，本組合の商店街ばかりでなく，市内の商店街全体の活性化や地域社会の活
性化にも貢献する仕組みであり，本組合の「革新性」に溢れた商店街活動であることが挙げられる。
この革新性は，自主性があったからこそ生まれたと思われるが，既存の商店街活動にこだわらずに
商店街として出来ることは何でもやる63 というチャレンジ精神は非常に重要である。
このように，高齢社会という課題に対応した商店街活動の成功要因は，「お得意さんづくり」と
いう旗印（コンセプト）の下に商店街振興組合という組織をまとめ上げ，自主性・革新性から醸し
出された商店街活動（方策）にあると分析できることから，商店街の復活のための方策としても，
「商店街の自主性・革新性を創造させる仕組みづくり」はその方策の一つになると結論付けられる。
. おわりに
全国各地の地域商店街が直面している高齢社会という課題に，買い物代行“御用聞き”，出張商
店街“楽楽屋”，ボランティアバンクおたすけ隊という商店街活動を展開し，個店・商店街のお得
意さんづくり，空き店舗 0（ゼロ）という成果のほか，市内の商店街全体の活性化や地域社会の活
性化にも貢献するという成果を収めている本組合の事例研究から，前述の拙稿において，商店街復
活の主体は商店街振興組合等の商店街組合が果たすべきであると位置づけ，その復活のための方策
の一つに挙げた「商店街の自主性・革新性を創造させる仕組みづくり」は，商店街復活のための方
策の一つになるとの結論に至った。
ただし，衰退著しい地域商店街は，この高齢社会という課題だけでなく，来街者の減少，空き店
――
舗の増加，経営者の高齢化等による後継者難等の様々な課題にも直面しており，その一つ一つに対
応しない限り真の商店街の復活はあり得ない。よって，商店街復活のための方策の一つに挙げた
「商店街の自主性・革新性を創造させる仕組みづくり」は万能薬とは言い難いので，それぞれの地
域商店街でその方策の活用を考察する努力を重ねることも重要である。
また，商店街復活のための方策の継続性の観点からは，秩父市が条例改正により「敬老祝金」に
秩父市共通商品券「和同開珎」を利用しているように，地元自治体等が地域商店街を側面から支援
する方策も確立していく必要がある。
なお，今後は，前述の拙稿において，商店街復活ための方策として挙げたもう一つの「地域単位
で商店街を復活させる仕組みづくり」についても，事例研究を基に考察する必要があると考える。
